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このマツプは、染井霊園と、隣接する寺院に眠る人 の々連環を巡つて「点」が「線」となるよう

に墓石を紹介しています。ご紹介している文化人に関連する人物の墓石は数字で表しました。

墓石をたどると、つながりあう人たちに交わされる会話まで聞こえて<る気もします。桜に

彩られる霊園で、心に思う泉下の「あの人」との対話を楽しんでみませんか。

鯰蝸影覺鱚
たかむらこうたろう(1883～ 1956)

K藉憮躙筈
たかむら ちえこ(1886-J938)

驀覇暮馨切鶯
曇曇ん(1852～ J934)たかむら こ

電種 IE16号 1側

光太郎は妻・智恵子の死後、妻

集『智恵子抄』で国民的人気を

博す。戦後、戦争責任を自ら問い

岩手県の山奥にこもる。

父 光雲は、明治の木彫

の第一ノ人、者。岡倉天心に

招かねて東京美術学校

教授となる。上野公 園

西損]隆盛像 の作者 c
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lLlと なつているところに長池という

池があり、谷戸す (藍染川)が流れ

出て、霜降橋をくぐり、台東区笞中

を流れ、不忍池にそそいでいた。
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巖本は、明治女学校の第二代校長。相馬黒光、羽仁もと子、野上

弥生子らが学んだ。●坪井正五郎 (つぼいしょうころう)は 同校

講師。『小公女』を本邦初訳した若松賤子は、善治の妻。孫のバ

イオリニスト巖本真理 (いわもとまり)も葬られている。
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(1793-1855)

江戸時代の旗本。江

戸町奉行を勤めた。

小説 ドラマの F遠

山の金さん』などで

その名を知られる。

「生」に苦悩した理知派

予簸厄濾ё
あくたがわ りゅうのすけ

(1892～ 1927)

東京帝国大学 (現 東京大

学)在学中、『新思潮』に発

表した『鼻』が夏目漱石に

激賞され文壇に登場する。

谷崎とは「小説の面白

さJにつしヽて論争した。

美意識の深淵を抱く ■■‐■|■■|
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たにざき じゅんいちろう(」 886～ 1965)
]に描かれた二十一
。ヽ1814～1940)ま

,々 の墓も。
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坪丼正五郎
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高田早苗

蘭学者で画家の司馬江漢 (し ま

こうかん。177～ 1818)も 眠る。
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●専修院

巨芸の地の調込・染丼を代表する洒:

戸時代のi日本屋、伊藤伊兵衛 (い とう

いへい)家の居宅跡。(四 代目政武の

墓は詢込六丁目の西福寺にある。)
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東京帝国大学 (現東京大学)在学中、『新

思潮』に発表した『刺青 (しせい)』 が永井

荷風 に激賞され文壇に登場する。官能

自勺耽美的な作風で知られる。

重商主義経済を推進         ―

mi文な文 たぬまおきつぐ  ―
(1719～ 1788)

第十代将軍徳川家治に寵

愛され、家禄六百石から、五

万七千石の相良 (さ がら)藩

大名になり、「田沼時代」と

_iわ ねる全盛期を成した。

気骨ある明治新聞人
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碕炒贔馨ぬ くがかっなん(1857～ 1907)

1種イ8露 ]⑫鸞

1889年、新聞『日本』を創刊。民族文

化の再発見、再生を論じた。正岡子規

を社員として短歌、俳句の革新運動

に尽力。この俳句革新運動が雑誌『ホ

トトギス』を生んだ。週干」誌のr 対す

『団団珍聞(まるまるちんぶん)Jを発

干」した1野村文夫(のむらふみお)も。
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日本美術の先覚者

暉 屏彗,lξ鶉 ぉかくらてんじん

(1863～ 1913)1種イ4号 14個

東京美術学校 (現 東京藝術大

学)設 立の起動者となり、29歳

で第二代校長。辞職後、日本美術

院創設、横山大観らを育てる。後

にボス トン美術館の中国・日本

美術部長。東京美術学校初代校長の■

浜尾新 (は まおあらた )、 天心と演劇改

良運動を共にした元 早稲田大学総長

の‐高田早苗 (たかださなえ)も ここに。
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言文一致の先導者

工炊ン沃貪
ふたば

｀
てい しめい(1864～ 1909)]尋嚢イ5号87優』

本名、長谷川辰之助。筆名は、文学に志すことを嫌

つた父から「くたばつてしめえ」と怒鳴られたこと

に曲来するという。小説『浮雲 (う きぐも)』 で写実

文学、言文一致の文体を先導した。同じく言文一致

の小説家 ‐山田美妙(やまだびみょう)もここに。

二、一　．‐鑢「　癬

「主観」の尊重

なばなな抒
みずはら しゅうおうし(1892～ 1981)

]種イ3号霧側

本名 水原豊。高浜虚子に師事し、俳句雑誌『ホ

トトギス』に参加。「ホトトギスの四S」 と称さ

れたが、やがて虚子の「客観写生」に対して「主

観」を唱えて対立し、俳句雑誌『馬酔木 (あ し

び)』 を主宰した。『ホトトギス』で活躍した 阪

本四方太 (さかもとしほうだ)がここに。
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